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緊 張時 弛緩時 運動焦点
上下型 1種 2種 L 1 
左右型 3種 4種 L 2 
前後型 5種 6種 L 5 
捻れ型 7種 8種 L 3, TlO 
開閉型 9種 10種 L4 
過敏反応型 11種
反応遅鈍型 12種












Xl I X3 X4 I X6 
X2 X5 






自然立姿時 T 2 = 86 Tll=lOO 
動作前静止時 （捻り A動作） T 2 = 100 T 5 = 22 Tll=lOO 
右捻り時 （捻り A動作） T 1 = 27 T 2 = 18 T 5 = 3 T 6 = 12 T 11 = 100 
戻し時 （捻り A動作） T 2 = 23 Tll=lOO 
左捻り時 （捻り A動作） Tll=lOO 
戻し時 （捻り A動作） T 2 = 20 T 5 = 10 Tll= 23 
動作後静止時 （捻り A動作） T 2 =100 Tll= 47 
動作前静止時 （捻り B動作） T 2 = 97 Tll=lOO 
右捻り時 （捻り B動作） T 2 = 74 Tll=lOO 
戻し時 （捻り B動作） T 2 = 50 Tll=lOO 
左捻り時 （捻り B動作） T 2 = 56 Tll=lOO 
戻し時 （捻り B動作） T 2 = 44 Tll= 89 
動作後静止時 （捻り B動作） T 2 =100 Tll=lOO 
3.結果および考察














経時変化を表示した ものであ る．図 6-aと図 6-bは
捻り B動作における同様の経時変化を表示 した もので
ある．ここで用いたXl,X2, X3, X4, X5, 
X6は図 3-1で示し た各配分位置である．また，いず











図5 捻り A動作 （瞬時評価図形の重ね表示）
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5.0 10.0 15.0 20.0 （秒）
図 5-a 各配分呈の経時変化 （捻り A動作）
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5.0 10.0 15.0 20.0 （秒）
図 5-b 各配分量の直前値に対する増減比の経時変化 （捻り A動作）
-50 -50 
図5-1 静止時 （捻り A動作）
図 5-3 戻し時 （捻り A動作）
図5-5 戻し時 （捻り A動作）
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図 5-2 右捻 り時 （捻り A動作）
図 5-4 左捻り時 （捻り A動作）
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5.0 10.0 15.0 20.0 （秒）








5.0 10.0 15.0 20.0 （秒）
図 6-b 各配分量の直前値に対する増減比の経時変化 （捻り B動作）
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図 6-2 右捻り時 （捻り B動作）
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図 6-3 戻し時 （捻り B動作） 図 6-4 左捻り時 （捻り B動作）
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前が重い~右前が重い一左後が重い • •• T 1 
左前が重い一右後が重い…T2
後が重いー［右後か重い一左前が重い • ••T 3 
右後か重い一右前が重い •••T4
2) 左右 • 前後による捻れ
左が重い L 左前が重い一右後が重い ·9•T 5 
左後が重い一右前が重い…T6
右が重い L 右前が重い一左後が重い • ••T 7 
右後が重い 一 左前が重い • •• T8
3) 左右 • 前後共に等しい捻れ
右前と左後が重くその重さか等しい……• •… • T 9
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Tll Tl2 
付図 捻れBの配分パタ ーン

